
 

 

北総鉄道（本社：千葉県鎌ケ谷市、社長：持永 秀毅）では、７３００形車両に懐かしの９０００形カ

ラーをラッピングしたリバイバルカラー車両を、２０２６年１１月１５日（日）から運行いたします。 

また、これを記念して、１１月７日(土)から「リバイバルカラー登場記念乗車券」の一般発売を開

始します。 

今年は、北総線都心直通３５周年（１９９１年３月京成高砂～新鎌ヶ谷間開業）を迎え、これにあ

わせてデビューした７３００形車両も３５周年、さらに当時運行していた９０００形車両(２０００形

から形式変更)の引退から１０年(２０１７年３月に引退)となるメモリアルイヤーです。 

この記念すべき年に、デビュー３５周年を迎えた７３００形車両１編成（７３１８編成）を、引退から

１０年を迎えた９０００形の車体カラーにラッピングして運行（通常ダイヤによる）します。 

リバイバルカラー車両の運行は、当社では初の試みとなります。 

また、これを記念した「リバイバルカラー登場記念乗車券」を２０２６年１１月７日(土)１３時から

北総線主要３駅で限定５００枚〔１枚１，０００円（税込）〕発売いたします。 

 

ぜひ、記念乗車券をお求め頂くとともに、リバイバルカラー車両に乗って往時を偲んでみては

いかがでしょうか。 

 

本件の詳細は次頁のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７３００形車両を懐かしの９０００形カラーにして運行開始 

「リバイバルカラー登場記念乗車券」を発売！ 
２０２６年１１月７日（土）１３時から発売します。 

NEWS RELEASE 
２０２６年１１月７日 

北総鉄道株式会社 

見
本
 

見
本
 

「リバイバルカラー登場記念乗車券」（イメージ） 7300 形車両に懐かしの９０００形カラーを 

ラッピングしたリバイバルカラー車両 



【「リバイバルカラー登場記念乗車券」の概要】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【「９０００形リバイバルカラー」について】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【主な年表】 
 
■１９７９年 北総線１期区間（北初富～小室間）開業（３月９日） 
■１９８４年 住宅・都市整備公団千葉ニュータウン線（小室～千葉ﾆｭｰﾀｳﾝ中央間）開業（３月１９日） 

２０００形車両デビュー 
（１９９４年 ９０００形に形式変更） 

■１９９１年 北総２期区間（京成高砂～新鎌ヶ谷間） 
開業 都心直通運転開始（３月３１日） 
７３００形車両デビュー 

■２０１７年 ９０００形車両定期運用終了（３月１７日） 
 ありがとう９０００形引退記念ツアー 
９０００形車両引退（３月２０日） 

■２０２６年 北総線都心直通運転３５周年 
         ７３００形車両デビュー３５周年 
         ７３００形車両（７３１８編成） ９０００形リバイバルカラー運行開始 
■２０２７年 ９０００形車両引退１０周年（３月２０日）                         以上 

販売期間 ２０２６年１１月７日（土） １３時～ ※売り切れ次第終了 

販売金額 １枚 １,０００円（税込） 

販売部数 限定５００枚 

乗車券内容 
①矢 切 駅から 大人６７０円区間 
②西白井駅から 大人３３０円区間 

有効期間 
２０２６年１１月７日から２０２７年４月３０日までのうち券面区間１日限り有効 
※自動改札機はご利用になれません 

販売箇所 ・東松戸駅、新鎌ヶ谷駅、千葉ニュータウン中央駅の３駅 

運行期間 ２０２６年１１月１５日（日）～当面の間  

施工車両 ７３００形車両 （７３１８編成・８両） 

運行区間 

北総線＝京成線＝都営浅草線＝京急線 

（北 総 線）全線 
（京 成 線）押上～京成高砂間 
（都営浅草線）西馬込～押上間 
（京浜急行線）羽田空港第１・第２ターミナル～泉岳寺間 

運行予定 
通常ダイヤで運行いたします 

※検査の都合等で運行しない日があります。 

【参考】９０００形車両 


